
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度牛久市予算（案）の概要 
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平成３０年度当初予算の概要について、以下の通りお知らせいたします。 

   

 

 

 

牛久市では、平成 32 年度を目標年次とする「後期基本計画」に基づき「笑顔があふれ やすらぎのあるまち うしく」

を将来像とし様々な施策を展開してきました。その結果、全国的に人口減少が進む中、牛久市の人口は微増ではあり

ますが転入超過を維持し、その成果が着実に表れております。 

平成29年度当初予算では 「将来に希望の持てるまち」 を実現するために、 「生涯活躍のまち」 「安心した出産と

子育ての負担軽減」 「地域経済の活性化・経済循環」 「観光資源を活用した活性化」 「再び転入超過の波を呼び込

むまちづくり」 の５つの柱を掲げ、それぞれに新たな取り組みへの着手をしたところです。平成30年度においては、こ

れらの取り組みをさらに一歩進め、具体的な成果へとつなげるよう充実を図ることとします。ひたち野うしく中学校、幼

稚園、武道館の大型投資事業が本格的にスタートしますが、国や県補助金、財政調整基金等の財源を最大限活用し、

出産・子育てから高齢者までの社会保障経費等をはじめとする市民サービスに影響が無いよう予算編成をおこないま

した。このことにより、まちの魅力を高めるとともに内外に子育ての街をアピールし、定住人口特に若者や現役世代の

人口増加につながるものと確信しております。 

平成 30年度予算案は一般会計が 8.4％増の 277億 7,000万円で昨年度に引き続き過去最高の予算規模となりまし

た。 

歳入では、根幹となる市税が、固定資産税の堅調な伸びにより、前年度比 2.1％、2億 5,100万円増の 120億 200万

円、地方消費税交付金は、地方消費税清算基準の見直しに伴い 11.4％、1億3,800万円増の 13億5,200万円、国庫支

出金は、ひたち野うしく中学校の整備、牛久第一中学校体育館及び南中学校の改修事業、武道館整備、認定こども園

施設整備補助金等の事業に伴い 10.1％、3億8,100万円増の 41億5,100万円、県支出金につきましては、保育所等整

備の新規事業に伴い 5.7％、1億 300万円増の 19億1,000万円、繰入金については、借地取得基金繰入金が減となっ

たものの財政調整基金をひたち野うしく中学校等の大規模投資事業に充当したために 21.0％、1億2,000万円増の 6

億 9,200万円となっています。市債につきましては、ひたち野うしく中学校建設等の大型投資事業の推進に伴う財源確

保のため、48.9％、10億200万円増の 30億 5,100万円となっております。 

歳出では、総務費がひたち野リフレ空調設備改修工事の新規計上により、前年度比 7.1％、2億 1,200万円増の 32

億1,900万円、民生費が、認定こども園の建設補助等により、1.6％、1億6,200万円増の100億1,900万円、衛生費は、

清掃工場延命化事業費の減により 9.5％、2億 8,300万円減の 27億 500万円、教育費は、ひたち野うしく中学校建設、

武道館の建設、第一幼稚園建設、認定こども園の建設等により 61.0％、21億700万円増の 55億6,300万円となってい

ます。 

現在の牛久市の財政状況は「経常経費の増加に伴う財政の硬直化」「財政需要に比して不十分な歳入」と非常に厳

しい財政状況であることから経常経費については、これまで以上に厳しい抑制を行うとともに、これまでの取り組みを

ただ踏襲するのではなく、まちづくりを振り返ったうえで、現在の課題の整理を行うとともに、各々の取り組みに対する

改善の余地の有無、継続の可否についての検証し、予算編成を行いました。 

（単位：百万円、％）

増減額 増減率 増減額 増減率

27,770 61.5 25,610 57.7 26,204 58.1 2,160 8.4 1,566 6.0

国 民 健 康 保 険 事 業 8,508 18.8 10,124 22.8 9,913 22.0 △ 1,616 △ 16.0 △ 1,405 △ 14.2

公 共 下 水 道 事 業 2,245 5.0 2,288 5.2 2,372 5.2 △ 43 △ 1.9 △ 127 △ 5.4

青 果 市 場 事 業 18 0.0 21 0.0 21 0.0 △ 3 △ 14.3 △ 3 △ 14.3

小 規 模 水 道 事 業 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

介 護 保 険 事 業 5,037 11.2 4,860 11.0 5,144 11.4 177 3.6 △ 107 △ 2.1

工 業 用 地 造 成 事 業 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1,589 3.5 1,448 3.3 1,482 3.3 141 9.7 107 7.2

特 別 会 計 合 計 17,397 38.5 18,741 42.3 18,932 41.9 △ 1,344 △ 7.2 △ 1,535 △ 8.1

45,167 100.0 44,351 100.0 45,136 100.0 816 1.8 31 0.1

牛　　久　　市　　各　　会　　計　　予　　算

会　　　　　計　　　　　名

平成３０年度 平成２９年度 比較

当初
予算額

構成比
当初
予算額

構成比
現計
予算額

※H29現計予算額については、1月補正後の数値としています。

構成比
当初対当初 当初対現計

一 般 会 計

合     　　　　　  計

 

 

一般会計２７７億７，０００万円、前年度比８．４％増の過去最高の予算規模 

市民が将来に希望の持てるまちづくりに向けて！ 
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一般会計は、前述のとおり、まちの魅力を高

めるための取組みを積極的に行うことにより、

前年度比 8.4％、21 億 6,000 万円増の 277 億

7,000万円となっています。 

また、特別会計では、国民健康保険事業につ

いては、減額となったものの、高齢化の影響か

ら、後期高齢者医療事業・介護保険事業特別会

計においては、引き続き増額となっています。 

特別会計総額では、前年度比 7.2％、13 億

4,400万円減の 173億 9,700万円となりました。 

立ち止まることなく、取組を「一歩先へ」進めるための予算を編成。一般会計・特別会計併せて 452億円。 

  平成 30年度 新規又は特徴的な事業としては… 

総務・衛生 

・ひたち野リフレ空調改修（新規） 

・未利用地売却 

・ボランティア移送サービス支援（新規） 

・重点地域への防犯カメラ設置 

・健康チャレンジのポイント制導入（新規） 

・女性のためのレディース健診の実施（新規） 

・産婦健診・産後ケア（宿泊・通所・訪問）の実

施（一部新規） 

・糖尿病重症化予防対策の実施 

・頭部 MR 検査・がん検診の一部助成 

・おたふくかぜ予防接種の２回無料化（新規） 

・歯周病予防対策の実施 

・１歳児に対する歯みがき相談の実施 

民  生 

・地区社協活動の支援 

・ヘルプカードの作製配布（新規） 

・民間保育園の運営支援 

・障害者地域活動支援センター梵の開設（新規） 

・保育士処遇改善に対する単独助成（新規） 

・民間保育園の建設支援 

・認定子ども園の建設支援（新規） 

土  木 

・通学路整備 

・既設道路・橋梁の長寿命化 

・未利用地の売却 

・空家対策の実施 

・牛久運動公園駐車場の整備 

・エスカードビル利活用の検討 

・牛久駅西口ペデストリアンデッキ屋根設置の検

討 

・木造市営住宅再構築の検討（新規） 

農業・商工・消防 

・農地中間管理事業の推進 

・商工会によるピザフェスタ開催への助成（一部

新規） 

教  育 

・ひたち野うしく中学校建設 

・第一幼稚園建設 

・牛久運動公園武道館建設 

・小学校へのタブレット型パソコン導入（新規） 

・小中学校への電子黒板等整備（新規） 

・外国語指導講師（ALT）の増員 

・コミュニティスクールの導入 

・放課後子ども教室の実施（新規） 

・運動公園体育館・中央生涯学習センタートイレ

等改修（新規） 

特別会計 

（国民健康保険事業） 

・特定健診受診の一部助成 

（介護保険事業） 

・認知症初期集中支援チームの設置 

・在宅医療・介護連携事業の実施 

・認知症サポーター養成（新規） 

（後期高齢者医療事業） 

・基本健診受診の一部助成 

                    

 

 

 

 

「住みやすさ」「産み育てやすさ」にこだわり、「選ばれるまち」となる施策に重点配分 

 



※H29末見込については、1月補正後の数値としています。

　平成30年度当初予算は、財政調整基金6億23百万円（前年
度3億50百万円、2億73百万円の増）を繰り入れております。ま
た、平成３２年度開校にむけひたち野うしく中学校建設など大
型投資事業の財源として備えるため、昨年度に引き続き未利
用地売却見込分50百万円の積み立てを行っております。
　その結果、一般財源基金（財政調整基金、減債基金）残高は
28億40百万円となっております。

一般会計の基金　　計

特別会計の基金　　計

一般会計と特別会計の
基金合計

一般財源基金　　計

その他特目基金

4,340,683

1,456,200

5,796,883

2,839,536

1,501,147

減債基金 1,077,651

この予算を執行した後の、平成30年度末で
の基金残高見込は以下の通りです。

（単位：千円）

基金名
平成30年度末
現在高見込

1,761,885財政調整基金

年度末

現在高 

百万円 
取崩し 

百万円 

財政調整基金・減債基金の推移 

 市債は一般会計と下水道特会を合

わせて、市全体での残高管理に努め

ております。投資的事業に充てる建

設事業債も、普通交付税の財源不足

に代えられる臨時財政対策債も、どち

らも借金として捉え、借金残高を減少

させていくことを基本として考えつつ、

大型投資事業に対しては、基金残高

とのバランスを考慮しながら、必要に

応じて市債を借り入れ予算を編成して

おります。 

 また、その際には、普通交付税算出

において基準財政需要額に算入され

る事業債を優先的に計上することで、

将来的な財源の確保を図っておりま

す。 

 平成30年度においては、29億63百

万円の元金償還額に対し、市債34億

58百万円の借り入れとしており、市債

残高は333億97百万円（前年度末比

73百万円の増）となると見込んでいま

す。 

単位：百万円 

単位：百万円 

※H29末見込については、1月補正後の数値としています。 

※見込については、予算額全額を現年での借入れとして算出しています。 
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 歳入予算の内訳をみると、市税が、企業の設備
投資に伴う償却資産の増額による固定資産税の増
額などを見込み、対前年度比2.1％、約2億51百万
円の増額となりました。 
 国県支出金は、ひたち野うしく中学校、武道館
等の大型投資事業の採択により対前年度比9％、約
4億84百万円の増額、市債についても大型投資事業
の財源として、対前年度比49％、約10億2百万円の
増額となりました。 
 その他としては、交付金が地方消費税交付金の
制度見直しに伴う増、繰入金が大型投資事業に充
当するために財政調整基金を取り崩したことによ
り、前年度比8％の増、3億81百万円の増額となり
ました。 

 財政構造を分析するために、一般会計の歳
出をその経済的性質を基準として分類したも
のが左の性質別予算です。 
 年々増加する社会保障関係経費について、
扶助費は、生活保護世帯の高齢化や転入増及
び民間保育園運営負担金の増により対前年度
比2％、1億円の増額となりました。物件費に
ついても住民情報を基本とする電算システム
の改修、橋梁点検、公共施設長寿命化計画策
定等により前年度比9％、4億7百万円の増額
となっています。投資的経費はひたち野うし
く中学校建設、武道館建設、第一幼稚園建設、
民間保育園・認定こども園建設補助金の大型
投資事業の実施により、対前年度比74％17億
1百万円の増額となっております。 

 目的別歳出予算の内訳を見ると、歳出経費の3分
の1以上を占める民生費は、認定こども園の建設補
助などの増額等により対前年度比2％、1億62百万
円の増額、教育費は、ひたち野うしく中学校、武道館
等の大型投資事業の増額等により対前年度比61％、
約21億7百万円の増額となりました。また、総務費
では、ひたち野リフレの空調設備改修工事等に伴
い、対前年度比7％、2億12百万円の増額となりま
した。 

 一方、衛生費は清掃工場延命化事業の減額によ

り、対前年度比9％、2億83百万円の減額となって

います。 
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（単位：百万円，％）

増減 伸率 増減 伸率

1 12,002 43.2 11,751 45.9 11,991 45.8 251 2.1 11 0.1

2 257 0.9 237 0.9 237 0.9 20 8.4 20 8.4

3 18 0.1 12 0.1 12 0.0 6 50.0 6 50.0

4 53 0.2 67 0.3 67 0.2 △ 14 △ 20.9 △ 14 △ 20.9

5 54 0.2 37 0.1 37 0.1 17 45.9 17 45.9

6 1,352 4.9 1,214 4.7 1,213 4.6 138 11.4 139 11.4

7 17 0.1 17 0.1 17 0.1 0 0.0 0 0.0

8 73 0.3 45 0.2 45 0.2 28 62.2 28 62.2

9 72 0.3 56 0.2 56 0.2 16 28.6 16 28.6

10 1,724 6.2 1,682 6.5 1,682 6.4 42 2.5 42 2.5

1,420 5.1 1,347 5.3 1,347 5.1 73 5.4 73 5.4

304 1.1 335 1.3 335 1.3 △ 31 △ 9.3 △ 31 △ 9.3

11 16 0.0 16 0.1 16 0.1 0 0.0 0 0.0

12 461 1.7 427 1.7 442 1.7 34 8.0 19 4.4

13 359 1.3 359 1.4 359 1.4 0 0.0 0 0.0

14 4,151 14.9 3,770 14.7 3,902 14.9 381 10.1 249 6.6

15 1,910 6.9 1,807 7.1 1,850 7.1 103 5.7 60 3.3

16 110 0.4 109 0.4 109 0.4 1 0.9 1 0.9

17 60 0.2 37 0.1 37 0.1 23 62.2 23 62.2

18 692 2.5 572 2.2 280 1.1 120 21.0 412 72.0

1 0.0 1 0.0 40 0.2 0 0.0 △ 39 △ 3,900.0

623 2.3 350 1.4 19 0.1 273 78.0 604 172.6

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 - 0 0.0

68 0.2 221 0.9 221 0.8 △ 153 △ 69.2 △ 153 △ 69.2

19 350 1.2 400 1.6 875 3.3 △ 50 △ 12.5 △ 525 △ 131.3

20 988 3.5 946 3.7 969 3.7 42 4.4 19 2.0

21 3,051 11.0 2,049 8.0 2,008 7.7 1,002 48.9 1,043 50.9

1,244 4.5 1,200 4.7 1,200 4.6 44 3.7 44 3.7

1,807 6.5 849 3.3 808 3.1 958 112.8 999 117.7

27,770 100.0 25,610 100.0 26,204 100.0 2,160 8.4 1,566 6.1

〇歳入予算の主な増減（百万円）

【市税】

【分担金及び負担金】

【国庫支出金】

【県支出金】

【繰入金】

【諸収入】

【市債】 中学校整備事業債：7億73百万円（5億96百万円増）、牛久運動公園武道場建設事業債：2億59百万円（2億
33百万円増）、リフレ改修事業債：1億50百万円（皆増）、第一幼稚園建設事業債：1億23百万円（皆
増）、清掃工場整備事業債：1億81百万円（1億6百万円減）、市道整備事業債：1億38百万円（61百万円
減）、中央生涯学習センター改修事業債：0円（57百万円減）

臨 時 財 政 対 策 債

そ の 他

 　　歳　　入　　合　　計　　

※H29現計予算額については、1月補正後の数値としています。

固定資産税：48億76百万円(2億79百万円増）、個人市民税：51億79百万円（17百万円減）、市たばこ税：4
億99百万円（23百万円減）、法人市民税：4億85百万円（8百万円減）

私立保育料現年分：3億3百万円(23百万円増）、放課後児童健全育成事業負担金：55百万円（7百万円増）

公立学校施設整備費国庫負担金：1億99百万円（皆増）、認定こども園施設整備補助金：1億86百万円（皆
増）、学校施設環境改善交付金：1億5百万円（皆増）、生活保護費負担金：7億17百万円（51百万円増）、
二酸化炭素排出抑制対策事業交付金：1億93百万円（1億26百万円減）、社会資本整備総合交付金：2億76百
万円（55百万円減）、障害者自立支援給付費負担金：5億10百万円（25百万円減）

保育所等整備費補助金：1億8百万円（皆増）、小規模保育園設置事業費補助金：55百万円（皆増）、第７
４回国民体育大会市町村競技施設整備費補助金：46百万円（皆増）、小規模保育設置促進事業補助金：0円
（85百万円減）、放課後児童健全育成事業：59百万円（32百万円減）

財政調整基金繰入金：6億23百万円（2億73百万円増）、ふるさと基金繰入金：61百万円（76百万円減）、
借地取得基金繰入金：2百万円（76百万円減）、奨学基金繰入金：4百万円（百万円減）

エスカードビル床賃貸料：26百万円（皆増）、学校給食費：3億84百万円（12百万円増）、人事交流職員負
担金：8百万円（5百万円減）

市 債

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

他 会 計 繰 入 金

財 政 調 整 基 金 繰 入 金

減 債 基 金 繰 入 金

そ の 他 特 目 基 金 繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

使 用 料 及 び 手 数 料

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金

自 動 車 取 得 税 交 付 金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

普 通 交 付 税

特 別 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分 担 金 及 び 負 担 金

利 子 割 交 付 金

款
平成３０年度 平成２９年度 比較
当初

予算額
構成比

当初
予算額

構成比
現計
予算額

構成比
当初対当初 当初対現計

市 税

地 方 譲 与 税
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（単位：百万円，％）

増減 伸率 増減 伸率

1 240 0.9 240 0.9 242 0.9 0 0.0 △ 2 △ 0.8

2 3,219 11.6 3,007 11.7 3,581 13.7 212 7.1 △ 362 △ 10.1

3 10,019 36.1 9,857 38.5 9,870 37.7 162 1.6 149 1.5

4 2,705 9.7 2,988 11.7 3,010 11.5 △ 283 △ 9.5 △ 305 △ 10.1

5 1 0.0 1 0.0 1 0.0 0 0.0 0 0.0

6 168 0.6 197 0.8 204 0.8 △ 29 △ 14.7 △ 36 △ 17.6

7 322 1.2 352 1.4 353 1.3 △ 30 △ 8.5 △ 31 △ 8.8

8 2,397 8.6 2,409 9.4 2,384 9.1 △ 12 △ 0.5 13 0.5

9 1,026 3.7 1,057 4.1 1,057 4.0 △ 31 △ 2.9 △ 31 △ 2.9

10 5,563 20.0 3,456 13.5 3,456 13.2 2,107 61.0 2,107 61.0

11 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 - 0 -

12 2,064 7.4 1,996 7.8 1,996 7.6 68 3.4 68 3.4

13 1 0.0 1 0.0 1 0.0 0 0.0 0 0.0

14 45 0.2 49 0.2 49 0.2 △ 4 △ 8.2 △ 4 △ 8.2

27,770 100.0 25,610 100.0 26,204 100.0 2,160 8.4 1,566 6.1

※H29現計予算額については、1月補正後の数値としています。
〇目的別予算の主な増減　（百万円）

【総務費】

【民生費】

【衛生費】

【商工費】

【土木費】

【教育費】 ひたち野うしく中学校建設：9億86百万円（7億38百万円増）、武道館新設：4億64百万円（4億
29百万円増）、牛久南中学校大規模改修：2億81百万円（皆増）、認定こども園（幼稚園分）建
設補助金：2億78百万円（皆増）、第一幼稚園建設：1億83百万円（1億77百万円増）、牛久運動
公園体育館トイレ改修：50百万円（皆増）、民間幼稚園運営負担金：1億円（9百万円増）、
小・中学校パソコン管理：72百万円（33百万円増）

清掃工場延命化：3億95百万円（2億61百万円減）、保健センタートイレ改修：0円（20百万円
減）、うしくあみ斎場運営支援1億6百万円（20百万円減）

企業誘致奨励報償金：57百万円（19百万円減）、商工会運営助成：19百万円（1百万円増）

道路施設維持補修・修繕：2億21百万円（63百万円増）、牛久運動公園駐車場整備：98百万円
（49百万円増）、遠山川拡幅：36百万円（皆増）、公園施設長寿命化計画改定：24百万円（皆
増）、エスカードビル基本構想・基本計画策定：13百万円（皆増）、木造市営住宅再構築基本
構想策定：6百万円（皆増）、市道２３号線改良舗装：90百万円（1億16百万円減）、運動公園
借地取得：33百万円（62百万円減）、根古屋川緑地整備：10百万円（47百万円減）

ひたち野リフレ空調設備改修工事：1億62百万円（皆増）、システム改修（基幹・個別システ
ム）：1億71百万円（1億26百万円増）、公用バス購入：35百万円（皆増）、集会所新設補助
金：3百万円（1億21百万円減）、職員退職手当負担金：2億9百万円（71百万円減）

後期高齢者医療特別会計繰出金：8億39百万円（75百万円増）、認定こども園（保育園分）建設
補助：1億22百万円（皆増）、民間保育園運営負担金：14億93百万円（73百万円増）、生活保護
費：9億56百万円（69百万円増）、介護保険事業特別会計繰出金：7億50百万円（63百万円
増）、保育士等処遇改善費補助金：42百万円（皆増）、下根保育園空調更新：32百万円（皆
増）、国民健康保険事業特別会計繰出金：6億24百万円（2億98百万円減）、民間保育園建設補
助：62百万円（34百万円減）、障害者扶助費：11億47百万円（27百万円減）、児童手当：13億
93百万円（16百万円減）

歳　　出　　合　　計

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

民 生 費

款

平成３０年度 平成２９年度 比較

構成比
当初対当初

議 会 費

総 務 費

比較

当初
予算額

構成比
当初
予算額

構成比
現計
予算額

当初対現計
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(単位：百万円,％）

増減 伸率 増減 伸率

4,382 15.8 4,358 17.0 4,402 16.8 24 0.6 △ 20 △ 0.5

6,293 22.7 6,193 24.2 6,291 24.0 100 1.6 2 0.0

2,064 7.4 1,996 7.8 1,996 7.6 68 3.4 68 3.4

12,739 45.9 12,547 49.0 12,689 48.4 192 1.5 50 0.4

5,143 18.4 4,736 18.5 4,783 18.2 407 8.6 360 7.5

389 1.4 365 1.4 365 1.4 24 6.6 24 6.6

2,542 9.2 2,528 9.9 2,657 10.2 14 0.6 △ 115 △ 4.3

1,042 3.8 1,091 4.3 1,091 4.2 △ 49 △ 4.5 △ 49 △ 4.5

1,500 5.4 1,437 5.6 1,566 6.0 63 4.4 △ 66 △ 4.2

112 0.4 89 0.3 590 2.2 23 25.8 △ 478 △ 81.0

5 0.0 5 0.0 5 0.0 0 0.0 0 0.0

18 0.1 18 0.1 18 0.1 0 0.0 0 0.0

2,792 10.1 2,989 11.7 2,825 10.8 △ 197 △ 6.6 △ 33 △ 1.2

3,985 14.3 2,284 8.9 2,223 8.5 1,701 74.5 1,762 79.3

3,019 10.9 1,418 5.5 1,418 5.4 1,601 112.9 1,601 112.9

966 3.5 866 3.4 805 3.1 100 11.5 161 20.0

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 - 0 -

45 0.2 49 0.2 49 0.2 △ 4 △ 8.2 △ 4 △ 8.2

27,770 100.0 25,610 100.0 26,204 100.0 2,160 8.4 1,566 6.0

〇性質別予算の主な増減 （百万円）

【扶助費】

【物件費】

区　　　　　　　　　　分

平成３０年度 平成２９年度 比較

当初
予算額

構成比
当初

予算額
構成比

（ 一 部 事 務 組 合 ）

現計
予算額

構成比
当初対当初 当初対現計

人 件 費

扶 助 費

公 債 費

義 務 的 経 費 の 計

物 件 費

維 持 補 修 費

補 助 費 等

※H29現計予算額については、1月補正後の数値としています。

（ そ の 他 ）

積 立 金

投 資 及 び 出 資 金

貸 付 金

繰 出 金

投 資 的 経 費

（ 補 助 事 業 ）

（ 単 独 事 業 ）

（ そ の 他 ）

予 備 費

歳　　出　　合　　計

【投資的経費】
（補助）

ひたち野うしく中学校建設：9億44百万円（皆増）、武道館建設：4億17百万円（皆増）、牛久南中大規模改
造：2億81百万円（皆増）、民間保育園・認定こども園建設補助金：4億62百万円（3億66百万円増）、通学路
整備：1億1百万円（66百万円増）、清掃工場延命化：3億95百万円（2億61百万円減）

【投資的経費】
（単独）

リフレ空調改修（設計・造成等）：1億67百万円（1億56百万円増）、第一幼稚園建設：1億83百万円（1億77百
万円増）、運動公園体育館改修等：79百万円（66百万円増）

給料：13億43百万円（40百万円増）、一般職退職手当等負担金:2億34百万円（80百万円減）、非常勤職員報
酬：11億25百万円（11百万円増）

生活保護費：9億56百万円（69百万円増）、民間保育園運営負担金：16億2百万円（47百万円増）、児童扶養手
当：2億94百万円（20百万円増）、医療福祉費支給制度：5億88百万円（24百万円増）、障害者介護給付費：99
百万円（50百万円減）

システム改修：1億71百万円（1億26百万円増）、橋梁点検：94百万円（69百万円増）、小中学校パソコン管
理：72百万円（33百万円増）、住井すゑ記念館公開活用：9百万円（皆増）、公共施設長寿命化個別計画策
定：59百万円（皆増）

稲敷地方広域市町村圏事務組合：8億78百万円（26百万円減）、うしくあみ斎場組合負担金：1億6百万円（20
百万円減）

財政調整基金積立金(財産売却益分)：50百万円（前年同）、ふるさと基金積立金：60百万円（23百万円増）

国民健康保険事業特別会計繰出金：6億24百万円（2億98百万円減）、後期高齢者医療事業特別会計繰出金：8
億39百万円（75百万円増）、介護保険事業特別会計繰出金：7億50百万円（63百万円増）

【積立金】

【繰出金】

【補助費等】
（一部事務組合）

【補助費等】
（その他）

保育士等処遇改善費補助金：42百万円（皆増）、いきいき茨城ゆめ国体実行委員会補助金：25百万円（21百万
円増）、公的病院運営補助：34百万円（7百万円増）

【人件費】
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平成３０年度

増減額 伸　率 増減額 伸　率

個人 （３０年度） 5,179 （２９年度） 5,196

法人 （３０年度） 485 （２９年度） 493

土地 （３０年度） 1,581 （２９年度） 1,595
家屋 （３０年度） 2,303 （２９年度） 2,260

償却資産 （３０年度） 914 （２９年度） 680

軽 自 動 車 税 162 158 158 4 2.5 4 2.5

市 た ば こ 税 499 522 522 △ 23 △ 4.4 △ 23 △ 4.4

土地現年課税分 （３０年度） 361 （２９年度） 361

家屋現年課税分 （３０年度） 427 （２９年度） 413

合 計 12,002 11,751 11,991 251 2.1 11 0.1

○市税の主な増減

そ　　の　　他 52 52 55 0 0.0 △ 3 △ 5.8

6.1

たばこ売り上げの減少

【生活保護費】　生活保護受給者の増加に伴い、生活保護費が前年度比69百万円の増額。

【児童福祉費】　民間保育園負担金の単価引き上げ等により、前年度比73百万円の増額。
　　　　　　　　児童扶養手当の実績に基づく予算計上により、前年度比19百万円の増額。

【社会福祉費】　サービス利用の伸び止まりにより、障害者介護給付費が前年度比50百万円の減額。

279

維持費の安価な軽自動車の購入者の増

都 市 計 画 税 801 784 802 17 2.2

（単位：百万円,％）

区　　　分

平成２９年度 比　　較
備　　　　考

当初予算額 当初予算額 現計予算額
当初対当初 当初対現計

△ 26 △ 0.5

（単位：百万円,％）

　扶助費は、被扶助者に対しその生活を維持するために支出される経費で、義務的経費の１つにあたります。
　これまで、民間保育園運営支援等の子育て施策拡充や、障害者及び障害児への給付費など増加傾向にあり、加えて受
給対象者の増加により生活保護費が増額となっています。扶助費全体として当初予算比で1億円の増額となっておりま
す。

57 1.2

市 民 税 5,664 5,690 5,690 △ 26 △ 0.5

固 定 資 産 税 4,876 4,597 4,819

○　引き上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる社会保障経費について
　平成26年4月1日より税率が引き上げられた消費税の増収分については、社会保障施策に要する経費の財源に充てるこ
ととされており、平成30年度当初予算における状況は以下の通りとなります。
　≪歳入≫　地方消費税交付金（社会保障財源化分）：614百万円
　≪歳出≫　社会保障施策に要する経費（扶助費）：6,293百万円　うち一般財源1,886百万円

△ 1 △ 0.1

※H29現計予算額については、1月補正後の数値としています。

【固定資産税】
　家屋については、新築件数のピークは過ぎたもの一定数の新築及び建替え等を見込み、前年度比1.9％、約43百万円
の増額を見込み、償却資産については、企業の設備投資に伴う増収を見込んだことにより、前年度比34.4％、約2億34
百万円の増額とし、固定資産税全体として前年度比6.1％、約2億79百万円（当初対現計予算額においては57百万円）の
増額となりました。

【市民税】
　個人市民税については、退職者数のピークが過ぎたことによる退職所得の減収を見込み、前年度比0.3％、17百万円
の減額となり、また法人市民税については、引き続き法人企業の減収を見込み、前年度比1.7％、約8百万円の減額とな
りました。

※扶助費の区分については、歳出予算計上科目の項区分で分類し、またH29現計予算額については、1月補正後の数値としています。 

国県
支出金

その他 一般財源

うち地方消費税
交付金

（社会保障財源
化分）

うち
一般財源

うち
一般財源 増減額 伸　率 増減額 伸　率

社会福祉費 1,743 1,081 53 609 198 1,747 597 1,760 602 △ 4 △ 0.2 △ 17 △ 1.0

児童福祉費 3,519 2,232 308 979 319 3,505 986 3,529 948 14 0.4 △ 10 △ 0.3

生活保護費 956 729 0 227 74 888 210 920 218 68 7.7 36 3.9

その他 75 3 1 71 23 53 49 82 78 22 41.5 △ 7 △ 8.5

合　　計 6,293 4,045 362 1,886 614 6,193 1,842 6,291 1,846 100 1.6 2 0.0

当初対当初 当初対現計

扶
 
 
 

助
 
 
 

費

平成３０年度

財　　　源　　　内　　　訳

当初
予算額

区　　　分 当初
予算額

現計
予算額

平成２９年度 予算額比較
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一般財源 １，０８３千円

その他（地域イベント開催経費等） ５８０千円

（財源）

一般財源 １，５０４千円

　地域でのボランティアを活用した介護予防教室などを実施し、高
齢者全体の介護予防に取り組んでいます。平成30年度は認知機能
低下者向けの継続型かっぱつ脳トレ教室の実施や、地域での認知
症予防活動の受け皿となるサポーター養成講座を開催し、高齢者
を地域で支える体制を整えます。

〈事業内訳〉

うしく健康プラン２１を推進する　　（１，５０４千円）　　（保健福祉部） 拡充

　市民の生活習慣改善プログラムとして実施していた健康チャレン
ジに、平成30年度よりポイント制を導入します。「運動」「食育」「地域
のつながり」「忘れないでね健診」の4つの視点から、楽しみながら
続けられる健康づくりの取り組みを通して、健康寿命の延伸を目指
します。

〈事業内訳〉

健康チャレンジ景品等経費 ６２４千円

禁煙外来治療助成金 ３００千円

３３８千円

体力アップ教室 １，１６８千円

その他（歯科衛生士報酬等） ８４５千円

（財源）

【介護特会】地域介護予防活動を支援する　　（２，７９５千円）　　（保健福祉部） 一部
新規

認知症サポーター養成講座 ４４４千円

認知症予防教室

７２２千円

教室参加費 １２１千円

地域支援事業交付金（県） ３３４千円

地域支援事業支援交付金（支払基金）

地域支援事業交付金（国） ５３５千円

≪将来に希望の持てるまちを実現するための新たな取組≫                      

 ①生涯活躍のまちを支える取組 

平成28年度しあわせのクローバーの様子 

かっぱつ脳トレの活動の様子 
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その他（予防接種自己負担助成金等） ３，１５１千円

（財源）

一般財源

牛久市商工会の運営を助成する　　（１８，９１９千円）　　（環境経済部） 継続

１８０千円

１９６，８１４千円

子育て世代包括支援センターを設置し利用者支援事業を実施する　　（２，７４２千円）　　（保健福祉部）

母子保健衛生費国庫補助金 １，０９８千円

１，６４４千円

一部
新規

　平成28年度より保健センター内に子育て世代包括支援センター
「すまいる」を設置し、妊娠期から子育て期にわたる母子への支援
を実施しています。産後ケアについて、宿泊・通所型に加え、平成
30年度から新たに助産師による訪問型を実施し、きめ細かい子育
て支援を展開していきます。

予防接種を実施する　　（１９６，８１４千円）　　（保健福祉部）

（財源）

産後ケア業務委託（宿泊・通所型） ２，４５０千円

その他（電話料等） １１２千円

〈事業内訳〉

産後ケア業務委託（訪問型）

おたふくかぜ予防接種業務委託 ８，８７５千円

１２２，９２４千円

医薬材料費 ６１，８６４千円

拡充

　各種予防接種の実施をとおし、感染症の罹患と重症化を予防して
います。予防接種法に定める定期接種に加え、ロタウイルスワクチ
ンなど任意の予防接種への助成を行っていますが、平成30年度か
らおたふくかぜの予防接種を、１回一部助成から２回全額助成へと
拡充し実施します。

一般財源

　牛久市商工会の運営に対し助成を行います。平成３０年度は、各
部会事業や商工会だより発行への助成に加え、地域活性化の取り
組みである「ピザとワインの街事業」のピザフェスタ開催に対して助
成を行います。

〈事業内訳〉

商工会補助金 １８，９１９千円

（財源）

一般財源 １８，９１９千円

〈事業内訳〉

予防接種業務委託（おたふく以外）

 ②安心した出産と、子育ての負担を軽減するための取組 

 ③地域経済の活性化・経済循環の取組 

平成28年度ピザフェスタの様子 
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３，５００千円

基本計画・基本設計業務 ２，８０８千円

植栽管理 ４，８２５千円

文化遺産総合活用推進事業国庫補助金 ３，１００千円

住井すゑ記念館を公開活用する　　（８，９３４千円）　　（教育委員会）

一般財源

継続

　牛久市の更なる活性化を図るため、牛久シャトーの「日本遺産」認
定に取り組んでいます。牛久市の歴史的魅力や特色を、日本国内
だけでなく、海外への戦略的な発信につなげます。

〈事業内訳〉

日本遺産登録推進協議会負担金 ５００千円

その他（事務費・その他補助金等） ３，０３５千円

郷土の偉人を顕彰する　　（６，５３５千円）　　（教育委員会）
一部
新規

　小川芋銭生誕１５０周年を記念し、企画展「郷土牛久の先人たち
―牛久沼の畔で華開いた芸術文化―」を実施します。
　展示会の実施にあたっては、牛久シャトーの活用を図ることで、文
化・観光の両面から、市内外を問わずより多くの方々が、牛久市に
訪れる機会の拡大にも努めていきます。

〈事業内訳〉

牛久市文化遺産活用補助金

１５千円

一般財源 ２，８５８千円

（財源）

市史編纂報告書等売捌料

文化財を保護継承して活用する　　（２，８７３千円）　　（教育委員会）

小川芋銭関連商品売捌料 ２１千円

一般財源 ３，４１４千円

新規

その他（事務費・その他委託料等） ２，３７３千円

（財源）

　平成２９年度に寄附を受けた、旧住井すゑ邸について、住井すゑ
関連資料等を公開する展示室等を備えた、記念館として公開する
ための整備を行います。
　記念館を活用することで、牛久市の魅力度の向上と、市民の郷土
理解力の向上につなげていきます。

〈事業内訳〉

８，９３４千円

その他（事務費等） １，３０１千円

（財源）

写真 ： 旧住井すゑ邸内 抱樸舎  

 ④観光資源を活用した活性化への取組 

市指定文化財：小川芋銭作 「老楊と荒村」 

国指定重要文化財シャトーカミヤ旧醸造場施設 旧事務室 
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継続

（財源）

〈事業内訳〉

エスカードビル基本構想・基本計画策定 １２，６８９千円

エスカードビル管理負担金 ７３，９９６千円

賃借料 ２５，２００千円

その他（通信運搬費等） １８４千円

継続

１，１６０千円

　ひたち野うしく地区の生徒数増加に伴う下根中学校の過大規模校
化を防ぎ、生徒一人ひとりにより良い学習環境を提供するため、平
成32年4月開校を目指し、ひたち野うしく中学校建設を進めます。
　本年度より、校舎・体育館等の建設工事に取りかかります。

ひたち野うしく中学校を建設する　　（９８５，６４３千円）　　（教育委員会）

一般財源

その他（事務費等）

〈事業内訳〉

新築工事（上下水道加入負担金含む） ９５６，０６８千円

工事監理 ２８，４１５千円

（財源）

中学校施設整備事業債 ６１９，０００千円

１６７，９９６千円

公立学校施設整備費国庫負担金 １９８，６４７千円

　エスカードビルの利活用を図ることにより、「牛久市の顔」としての
拠点施設のリニューアルと地域の活性化を推進し、中心市街地に
市民の憩いの場を創出します。平成３０年度はエスカードビル基本
構想・基本計画の策定を予定しています。

エスカードビルの利活用を図る　（１１２，０６９千円）　　（建設部）

エスカードビル床賃貸料 ２６，３４２千円

一般財源 ８５，７２７千円

継続

　現在中根小学校敷地内に併設する第一幼稚園を移設するため
の、新園舎整備を行います。
　移設にあたっては、ひたち野うしく小学校、及び、ひたち野うしく中
学校建設予定地の隣接地を計画しており、将来的には幼・小・中が
一体となった教育環境を整え、地域の魅力向上にもつなげていきま
す。

〈事業内訳〉

新築工事（上下水道加入負担金含む） １７４，２３４千円

その他（備品等） ８，３０３千円

（財源）

一般財源 ４７，３３７千円

第一幼稚園を建設する　　（１８２，５３７千円）　　（教育委員会）

第一幼稚園建設事業債 １２３，１００千円

いばらき木づかい環境整備事業補助金 １２，１００千円

写真 ： 旧住井すゑ邸内 抱樸舎  

実施設計検討段階でのイメージ図 

 ⑤再び転入超過の波を呼び込むまちの整備 

第一幼稚園完成予想図 

エスカードビル 
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一般財源 １１７，０５９千円

牛久運動公園武道場を新設する　　（４６４，１０５千円）　　（教育委員会） 継続

 　牛久運動公園に武道場を新設し、日本古来より継承される様々
な「武道」を通して、広く市民のスポーツ振興や、生涯スポーツ社会
の実現を図るとともに、広域的な避難所としての役割を担う施設とし
て活用します。
　また、平成31年度に開催される「いきいき茨城ゆめ国体」の空手
道競技の補完施設としても活用します。

〈事業内訳〉

監理 １０，６９２千円

（財源）

備品購入費 ４３，５９５千円

学校施設環境改善交付金 ３２，０７７千円

いばらき木づかい環境整備事業補助金 １０，０００千円

牛久運動公園武道場建設事業債 ２５８，７００千円

新築工事（上下水道加入負担金含む） ４０９，８１８千円

第７４回国民体育大会市町村競技施設整備費補助金 ４６，２６９千円

武道場完成予想図 
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牛久市のシティプロモーションを行う　　（１，９５６千円）　　（市長公室） 継続

　市のイメージと認知度の向上を図り、交流人口、及び定住・移住
人口の増加につなげる、戦略的・継続的な情報発信に取り組みま
す。
　本年度は、移住定住に関するパンフレットの製作や、牛久市外で
のイベントの実施により積極的な情報発信を行います。

〈事業内訳〉

キャラクターグッズ作成 ５０千円

パンフレット製作

イベント実施費 ３４１千円

その他（事務費等） ５６７千円

（財源）

一般財源

９９８千円

一部
新規

〈事業内訳〉

１，９５６千円

　ひたち野うしく駅前のひたち野リフレを適正に管理します。特に空
調の老朽化が進んでおり、順次改修を行っていきます。平成３０年
度は１～３階空調設備の更新工事を実施します。

リフレ改修事業債

一般財源

１５０，０００千円

４５，９５０千円

空調設備改修工事 １６１，７８４千円

長寿命化計画策定　※再掲 ３，８８８千円

その他（施設維持管理経費） ３０，２７８千円

（財源）

リフレを維持管理する　　（１９５，９５０千円）　　（総務部）

公共施設の適正管理のための個別計画策定　　（５９，２６４千円）　　（総務部・保健福祉部・建設部・教育委員会） 新規

　整備後、年数の経過とともに、老朽化してきた公共施設に対し、今
後も長きに渡り利用される施設であるよう、総合的かつ計画的な管
理に取り組んでいます。
　本年度は、中央生涯学習センター、ひたち野リフレビル等におい
て、個別の長寿命化計画を策定します。

〈事業内訳〉

長寿命化計画策定業務委託（ひたち野リフレ） ３，８８８千円

長寿命化計画策定業務委託（保健センター） ４，０００千円

社会資本整備総合交付金 １２，２０７千円

その他（使用料等） ３，７４２千円

一般財源 ４３，３１５千円

長寿命化計画改訂業務委託（市営住宅） ４，８１７千円

長寿命化計画改訂業務委託（公園） ２４，３００千円

長寿命化計画策定業務委託（小中学校） １０，９０８千円

長寿命化計画策定業務委託（中央生涯学習センター） １１，３５１千円

（財源）

平成３０年度の各部の重要施策 

平成27年度に誕生した牛久市公式キャラクター「ラーシク」 

ひたち野リフレ 

上：中央生涯学習センター 

下：牛久南中学校 
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平成３０年度の各部の重要施策 

５６４千円

継続

　地域コミュニティ活動の拠点となる集会施設の整備・管理にかか
る経費の一部を助成することで、行政区の負担軽減と施設整備を
促進し、円滑なコミュニティ活動の推進と充実を図ります。
　本年度の主なものとして、第２つつじが丘行政区集会所建設のた
めの設計費をはじめ、小坂・みどり野・田宮行政区の外装工事等の
改修等に対する補助金を予算計上しています。

９０８千円

集会所外構工事補助金

行政区集会施設の整備や管理に対する助成をする　　（７，９１４千円）　　（市民部）

集会所修理補助金 ３，２１５千円

一般財源 ７，９１４千円

４，１３１千円

電気料 ８３千円

集会所新設補助金

防犯カメラを設置する　　（４，２１４千円）　　（市民部）

（財源）

ボランティア移送サービスを支援する　　（１，４２２千円）　　（経営企画部）

その他（物品修繕） ５０千円

（財源）

（財源）

〈事業内訳〉

集会所敷地賃借料補助金

拡充

　地域防犯力の向上を図るため、牛久警察署との協議を行い、平
成２８年度より、駅付近や団地内などの市内主要交差点への、街頭
防犯カメラの整備に取り組んでいます。
　本年度は、ひたち野西地区、小坂団地内交差点への設置を計画
しています。

〈事業内訳〉

防犯カメラ設置費用

一般財源 １，４２２千円

一般財源

３，１２６千円

子どもの遊び場設置事業補助金 ５１千円

４，２１４千円

１，４２２千円

新規

　地区社会福祉協議会が地域の生活支援のため行うボランティア
移送サービス事業に対し、市社会福祉協議会が実施するコーディ
ネート業務を支援します。平成３０年度から、牛久第二小学校区に
加えて岡田小学校区で新たにボランティア移送サービス事業が開
始される予定です。

〈事業内訳〉

地区社協ボランティア移送サービス事業コーディ
ネート補助金

ひたち野東地区交差点防犯カメラ（平成29年度設置） 

牛久駅西ニュータウン行政区（平成28年度完成） 

ひたち野リフレ 
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平成３０年度の各部の重要施策 

（仮称）せいけい保育園建設費補助金

１０６，５２３千円

保育士等処遇改善補助金

児童保護費等負担金（県）

新規

〈事業内訳〉

民間保育園運営費負担金（市外保育含む）

民間保育園の建設を支援する　　（６１，９６５千円）　　（保健福祉部）

　フレンド幼稚園の認定こども園への運営変更にあわせて行う改築
への補助金を計上しています。保育園分が０～５歳児定員７８名、
幼稚園分が３～５歳児定員１６５名の予定であり、待機児童問題の
解消、さらなる子育て環境の充実を図ります。

〈事業内訳〉

（財源）

一般財源 ６，８８５千円

認定こども園の建設を支援する（保育園分）　　（１２１，６１６千円）
認定こども園の建設を支援する（幼稚園分）　　（２７８，４３５千円）　　　（保健福祉部）

（仮称）フレンドこども園建設費補助金（保育園） １２１，６１６千円

（仮称）フレンドこども園建設費補助金（幼稚園）

保育所等整備費補助金（県・保育園分） １０８，１０２千円

認定こども園施設整備補助金（国・幼稚園分） １８５，６２３千円

（財源）

一般財源

１０，１１６千円

保育園土地・建物賃借料

新規

４２，３００千円

民間保育園の運営を支援する　　（１，７３１，０６５千円）　　（保健福祉部）
一部
新規

小規模保育園設置事業補助金 ５５，０８０千円

５，０７８千円

一般財源 ６１９，９６０千円

６１，９６５千円

その他補助金（保育体制強化事業、乳児等保育
事業等）

１９，３３０千円

（財源）

保育料 ３１６，９００千円

　民間保育園への運営費負担金や、子ども子育て支援新制度に基
づく地域子育て支援センターや病児・病後児保育、延長保育などの
保育事業への補助金を計上しています。加えて平成３０年度より、
保育士等処遇改善補助金を市単独で新設し、待機児童発生の一
因である保育士不足の解消を図ります。

１，５６２，９１２千円

地域子ども・子育て支援事業補助金
（地域子育て支援センター、病児・病後児保育、
延長保育、一時預かり等）

４７１，９９９千円

２３５，９９９千円

児童保護費等負担金（国）

地域子ども・子育て支援事業費補助金（県） ７１，０１３千円

県補助金（上記以外）

　県の補助金を活用し、小規模保育園（仮称）せいけい保育園（0～
2歳児、定員19名）の建設への補助金を計上しています。待機児童
問題の解消、さらなる子育て環境の充実を図ります。

２７８，４３５千円

〈事業内訳〉

１０６，３２６千円
フレンド幼稚園 

市内保育園活動の様子 

市内保育園活動の様子 
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平成３０年度の各部の重要施策 

一般財源 １７０，９７６千円

市道２３号線（北側延伸第二工区）を改良舗装する　（８９，９８６千円）　　（建設部）

改良舗装工事 ４８，０００千円

土地購入費 １１，２８６千円

補償金 ３０，０００千円

市道整備事業債 ４２，０００千円

一般財源 ３，１６１千円

継続

　市道２３号線の計画北端となる県道田宮中柏田線から南への整
備となります。平成３０年度は用地取得、改良舗装工事及び家屋・
工作物等の補償を実施します。

〈事業内訳〉

報告書作成・補償費算定 ７００千円

（財源）

社会資本整備総合交付金（改築系） ４４，８２５千円

（財源）

市道整備事業債 ４９，９００千円

道路施設を維持補修する　（１６５，３２１千円）
道路の舗装を計画的に修繕する　　（５５，５５５千円）　　（建設部）

一部
新規

　市民生活の基盤となる安全な道路施設を提供するため維持補修
を行います。
　また、道路の長寿命化とライフサイクルコスト削減のため、道路の
舗装を計画的に修繕していきます。H３０年度は、市道７号線・１５号
線・１７号線・２２号線・５２号線の舗装修繕を予定しています。

〈事業内訳〉

道路補修委託

舗装修繕工事 ５５，５５５千円

非常勤職員報酬 ７，９８０千円

その他（測量設計、補修材料、消耗品費等） ５，７４１千円

維持補修工事 ３１，６００千円

二酸化炭素排出抑制対策事業交付金
（先進的設備導入推進事業）

１９２，５５６千円

清掃工場整備事業債 １８０，５００千円

一般財源 ２１，８５７千円

１２０，０００千円

基幹的設備改良工事 ３８６，６７１千円

監理 ８，２３５千円

その他（旅費） ７千円

（財源）

清掃工場の延命化を図る　　（３９４，９１３千円）　　（環境経済部） 継続

　老朽化した清掃工場の延命化・長寿命化を図るため、国の補助金
を活用しながら、計画的に焼却施設の基幹的設備の改良を実施し
ており、5ヵ年継続事業の4年目となる本年度は焼却炉の燃焼用空
気送入装置及び排気ガス排出装置更新等を実施します。

〈事業内訳〉

クリーンセンター 

市道23号線（平成29年度開通箇所） 

フレンド幼稚園 
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平成３０年度の各部の重要施策 

解体撤去工事 ５，９７５千円

補償金 ３００千円

（財源）

住宅使用料 １２，７１７千円

社会資本整備総合交付金（旧地域住宅交付金） ２，９８７千円

未使用の木造住宅を解体撤去する　（１５，７０４千円）　　（建設部） 一部
新規

　老朽化した木造市営住宅を解体撤去し、集約・再編の検討を進め
ます。平成３０年度は、木造住宅９戸の解体撤去と木造市営住宅再
構築基本構想策定及び測量を行う予定です。

〈事業内訳〉

基本構想策定 ５，６２７千円

測量 ３，８０２千円

その他（修繕費等） ４，３２９千円

（財源）

一般財源 ７１，５３７千円

小学校のパソコンを管理する　　（３９，１５３千円）
中学校のパソコンを管理する　　（３２，３８４千円）　　（教育委員会）

拡充

　２０２０年の学習指導要領改訂に向け、情報活用能力育成のた
め、小中学校のＩＣＴ環境の整備を行います。
　本年度は、小学校へのタブレット型パソコンの導入、小中学校へ
の電子黒板の整備を行うとともに、普通教室へのＴＶモニターの整
備を、段階的に進めます。

〈事業内訳〉

機器借上料 ５８，９１０千円

権利購入費 ８，２９８千円

清掃業務 ９，６５６千円

牛久駅西口ペデストリアンデッキ屋根設置検討
業務

３，７１６千円

維持補修工事 ２，１６０千円

その他（光熱水費、消耗品費等） １，９０６千円

（財源）

指定管理者納入金 ３，８９６千円

電気使用料 ２９６千円

一般財源 １３，２４６千円

継続

　住みやすく快適安全に利用するため、駅周辺環境を適正に管理し
ます。平成２９年度より牛久駅西口のペデストリアンデッキへの屋根
設置検討を行っており、平成３０年度では、既存杭の調査を行いま
す。

〈事業内訳〉

駅周辺環境を適正に管理する　　（１７，４３８千円）　　（建設部）

牛久駅西口ペデストリアンデッキ 

市道23号線（平成29年度開通箇所） 

市営落合住宅 

牛久三中での取り組みの様子 

18



平成３０年度の各部の重要施策 

一般財源 ３７，６２１千円

拡充

　児童生徒一人一人を大切にする教育を推進するために、地域の
人的資源と教育力を生かしたスクールアシスタントを各学校に配置
しています。
　特別な支援が必要な児童生徒が増加している近年の傾向を鑑
み、本年度はスクールアシスタントの対応時間の拡大に取り組みま
す。

〈事業内訳〉

スクールアシスタント人件費 ３８，６０５千円

（財源）

理科教育設備整備等県補助金 ９８４千円

〈事業内訳〉

英語指導業務委託 ４６，６５６千円

（財源）

一般財源 ４６，６５６千円

スクールアシスタントを派遣する　　（４０，５３５千円）　　（教育委員会）

小中学校に外国語指導講師を派遣する　　（４６，６５６千円）　　（教育委員会） 拡充

　外国語指導講師（ＡＬＴ）を充実させることで、質の高い英語教育
の提供に取り組んでいます。
　本年度においては、ＡＬＴの増員を行い、茨城県内で先行実施され
る、小学校における英語教育の教科化への対応と、小中学校にお
ける英語教育の更なる充実を図ります。

ＡＬＴを活用した授業の様子 

スクールアシスタントを活用した授業の様子 
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国民健康保険事業特別会計 （単位：千円）
平成30年度 平成29年度
予　算　額 予　算　額 金　　額 率

A B Ａ－Ｂ＝Ｃ Ｃ/Ｂ %

０１ 国民健康保険税 1,795,742 1,905,474 △ 109,732 △ 5.8
・一般被保険者分
・退職被保険者分

1,782,465
13,277

０２ 使用料及び手数料 917 874 43 4.9 ・督促手数料 917

０３ 国庫支出金 1 1,795,234 △ 1,795,233 △ 100.0 ・災害臨時特例補助金 1

０４ 県支出金 6,018,075 457,765 5,560,310 1,214.7
・保険給付費等交付金（普通交付金）
・保険給付費等交付金（特別交付金）

5,862,468
155,607

０５ 繰入金 624,292 922,249 △ 297,957 △ 32.3
・一般会計繰入金
・国民健康保険支払準備基金繰入金

624,291
1

０６ 繰越金 1 2 △ 1 △ 50.0 ・前年度繰越金 1

０７ 諸収入 68,972 57,293 11,679 20.4
・延滞金
・特定健診,特定保健指導一部負担金
・第三者納付金

40,802
14,220
7,300

－ 療養給付費交付金 0 115,276 △ 115,276 △ 100.0

－ 前期高齢者交付金 0 2,838,948 △ 2,838,948 △ 100.0

－ 共同事業交付金 0 2,030,885 △ 2,030,885 △ 100.0

8,508,000 10,124,000 △ 1,616,000 △ 16.0

０１ 総務費 100,167 98,967 1,200 1.2

０２ 保険給付費 5,913,091 6,172,924 △ 259,833 △ 4.2

・一般被保険者給付費
・退職被保険者給付費
・出産育児一時金
・葬祭費

5,763,932
80,758
44,100
6,500

０３
国民健康保険事業
費納付金

2,390,204 0 2,390,204 皆増
・医療給付費分
・後期高齢者支援金等分
・介護納付金分

1,686,154
554,080
149,970

０４ 保健事業費 86,014 90,519 △ 4,505 △ 5.0
・特定健診、特定保健指導費
・保健衛生普及費

80,449
5,565

０５ 諸支出金 9,073 9,393 △ 320 △ 3.4
・還付金
・指定公費

8,352
720

０６ 予備費 9,451 9,669 △ 218 △ 2.3

－ 老人保健拠出金 0 35 △ 35 △ 100.0

－ 高齢者支援金等 0 1,225,635 △ 1,225,635 △ 100.0

－ 介護納付金 0 370,000 △ 370,000 △ 100.0

－ 共同事業拠出金 0 2,146,858 △ 2,146,858 △ 100.0

8,508,000 10,124,000 △ 1,616,000 △ 16.0

区
分

款　　　　　名　　　　　称 内　　　　　容
比　　較

・職員給与費、診療報酬明細書点検事務、被保
険者証交付事務、国民健康保険税賦課徴収事
務等

歳
　
　
　
　
　
出

歳入合計

歳出合計

歳
　
　
　
　
　
入
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公共下水道事業特別会計　 （単位：千円）
平成30年度 平成29年度
予　算　額 予　算　額 金　　額 率

A B Ａ－Ｂ＝Ｃ Ｃ/Ｂ %

０１ 分担金及び負担金 9,505 9,505 0 0.0 ・受益者負担金 9,505

０２ 使用料及び手数料 884,447 890,829 △ 6,382 △ 0.7 ・公共下水道使用料 884,445

０３ 国庫支出金 347,820 340,260 7,560 2.2
・社総交（旧浸水対策補助）
・社総交（旧地震対策補助）
・社総交（旧未普及解消補助）

294,720
37,600
15,500

０４ 財産収入 30 20 10 50.0 ・公共下水道施設建設基金利子 30

０５ 繰入金 577,505 612,184 △ 34,679 △ 5.7 ・一般会計繰入金 577,505

０６ 繰越金 5,000 5,000 0 0.0 ・前年度繰越金 5,000

０７ 諸収入 13,893 2 13,891 694,550.0
・延滞金
・区域外流入負担金

1
13,892

０８ 市債 406,800 430,200 △ 23,400 △ 5.4
・公共下水道（雨水）事業債
・公共下水道（汚水）事業債
・流域下水道事業債

334,600
60,200
12,000

歳入合計 2,245,000 2,288,000 △ 43,000 △ 1.9

０１ 下水道事業費 1,344,004 1,392,597 △ 48,593 △ 3.5

・下水道管理費
　　汚水管を維持管理する
　　ポンプ場施設を維持管理する
　　老朽化した施設を改築する
・下水道（雨水）建設費
・下水道（汚水）建設費
・流域下水道整備事業費

352,815
106,540
22,100

687,251
61,071
18,174

０２ 公債費 899,666 894,059 5,607 0.6
・元金償還金
・利子償還金

740,298
159,368

０３ 予備費 1,330 1,344 △ 14 △ 1.0

歳出合計 2,245,000 2,288,000 △ 43,000 △ 1.9

青果市場事業特別会計 （単位：千円）
平成30年度 平成29年度
予　算　額 予　算　額 金　　額 率 内　　　　容

A Ｂ Ａ－Ｂ＝Ｃ Ｃ/Ｂ %

０１ 使用料及び手数料 11,308 11,108 200 1.8 ・青果市場販売手数料　 11,308

０２ 財産収入 20 20 0 0.0 ・財政調整基金預金利子　　 20

０３ 繰入金 6,670 9,870 △ 3,200 △ 32.4
・一般会計繰入金
・財政調整基金繰入金

1,800
4,870

０４ 繰越金 1 1 0 0.0 ・前年度繰越金 1

０５ 諸収入 1 1 0 0.0 ・歳計現金預金利子 1

歳入合計 18,000 21,000 △ 3,000 △ 14.3

０１ 総務費 17,547 20,531 △ 2,984 △ 14.5 ・青果市場事業運営経費 17,547

０２ 予備費 453 469 △ 16 △ 3.4

歳出合計 18,000 21,000 △ 3,000 △ 14.3

歳
　
　
入

歳
　
出

歳
　
　
　
入

歳
　
出

区
分

比較
款　　　　　名　　　　　称

区
分

款　　　　　名　　　　　称
比較

内　　　　容
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小規模水道事業特別会計 （単位：千円）
平成30年度 平成29年度
予　算　額 予　算　額 金　　額 率

A B Ａ－Ｂ＝C Ｃ/Ｂ %

０１ 財産収入 20 20 0 0.0 ・小規模水道維持管理基金利子 20

歳入合計 20 20 0 0.0

０１ 総務費 20 20 0 0.0 ・利子積立金 20

歳出合計 20 20 0 0.0

介護保険事業特別会計 （単位：千円）
平成30年度 平成29年度
予　算　額 予　算　額 金　　額 率

A B Ａ－Ｂ＝C Ｃ/Ｂ %

０１ 保険料 1,364,932 1,252,671 112,261 9.0 ・介護保険料（現年度分） 1,359,931

０２ 使用料及び手数料 90 90 0 0.0 ・督促手数料 90

０３ 国庫支出金 926,436 782,970 143,466 18.3
・介護給付費負担金
・地域支援事業交付金

837,901
88,535

０４ 支払基金交付金 1,289,822 1,192,102 97,720 8.2
・介護給付費交付金
・地域支援事業支援交付金

1,240,653
49,169

０５ 県支出金 704,296 672,369 31,927 4.7
・介護給付費負担金
・地域支援事業交付金

655,476
48,820

０６ 財産収入 230 170 60 35.3 ・介護給付費準備基金預金利子 230

０７ 繰入金 749,691 957,830 △ 208,139 △ 21.7 ・一般会計繰入金 749,691

０８ 繰越金 1 1 0 0.0 ・前年度繰越金 1

０９ 諸収入 1,502 1,797 △ 295 △ 16.4 ・延滞金、加算金、講座参加費用等 1,502

歳入合計 5,037,000 4,860,000 177,000 3.6

０１ 総務費 117,469 123,064 △ 5,595 △ 4.5
・一般管理費
・介護認定審査会費

80,687
31,681

０２ 保険給付費 4,595,007 4,420,677 174,330 3.9

・介護サービス等諸費
・介護予防サービス等諸費
・高額介護サービス等費
・特定入所者介護サービス等費

4,202,460
83,580

125,045
180,370

０３ 地域支援事業費 318,468 311,602 6,866 2.2
・介護予防・生活支援サービス事業
・一般介護予防事業
・包括的支援事業・任意事業費

149,861
32,591

135,386

０４ 基金積立金 230 170 60 35.3 ・準備基金積立金 230

０５ 諸支出金 1,826 2,184 △ 358 △ 16.4 ・一般会計繰出金 1,026

０６ 予備費 4,000 2,301 1,699 73.8

－
財政安定化基金拠
出金

0 2 △ 2 △ 100.0

歳出合計 5,037,000 4,860,000 177,000 3.6
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工業用地造成事業特別会計 （単位：千円）
平成30年度 平成29年度
予　算　額 予　算　額 金　　額 率

A B Ａ－Ｂ＝C Ｃ/Ｂ %

０１ 財産収入 20 20 0 0.0 ・企業誘致事業等推進基金利子 20

歳入合計 20 20 0 0.0

０１ 総務費 20 20 0 0.0 ・利子積立金 20

歳出合計 20 20 0 0.0

後期高齢者医療事業特別会計 （単位：千円）
平成30年度 平成29年度
予　算　額 予　算　額 金　　額 率

A B Ａ－Ｂ＝C Ｃ/Ｂ %

０１
後期高齢者医療保
険料

735,245 671,204 64,041 9.5
・特別徴収保険料
・普通徴収保険料

455,198
280,047

０２ 使用料及び手数料 193 193 0 0.0 ・督促手数料 193

０３ 繰入金 838,529 763,086 75,443 9.9
・保険基盤安定繰入金
・医療給付費市町村負担金繰入金
・医療共通経費市町村負担金繰入金

126,343
639,111
29,164

０４ 繰越金 1 1 0 0.0

０５ 諸収入 15,032 13,516 1,516 11.2 ・健康診査委託料 12,020

歳入合計 1,589,000 1,448,000 141,000 9.7

０１ 総務費 34,941 31,036 3,905 12.6 ・職員給与費 21,844

０２ 保険給付費 668,374 607,355 61,019 10.0
・保険給付負担金
・保険給付共通経費負担金

639,111
29,164

０３ 保険事業費 19,486 17,621 1,865 10.6 ・健康診査業務 19,486

０４ 納付金 862,138 788,105 74,033 9.4
・保険料納付金
・保険基盤安定納付金

735,245
126,343

０５ 諸支出金 1,562 1,352 210 15.5 ・還付金等 1,562

０６ 予備費 2,499 2,531 △ 32 △ 1.3

歳出合計 1,589,000 1,448,000 141,000 9.7
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